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農泊の現状



出典：全国連絡会議（第2回）説明事項、令和6年2月20日農林水産省農村振興局都市農村交流課、P4



出典：令和６年度（概算決定）農山漁村振興交付金農山漁村発イノベーション対策のうち（農泊推進型）の概要について、令和6年2月20日農林水産省農村振興局都市農村交流課、P1



出典：令和６年度（概算決定）農山漁村振興交付金農山漁村発イノベーション対策のうち（農泊推進型）の概要について、令和6年2月20日農林水産省農村振興局都市農村交流課、P2



出典：令和６年度（概算決定）農山漁村振興交付金農山漁村発イノベーション対策のうち（農泊推進型）の概要について、令和6年2月20日農林水産省農村振興局都市農村交流課、P4



秋田県の農泊推進方針



出典：令和5年度農泊実態調査、秋田県、レポートより一部抜粋

なぜ、「農泊」なのか？



あきた農泊推進事業

事 業 内 容

国の「農泊推進実行計画（令和５年６月公表）」に対応した県の推進方針の検討、インバウンドを始めとした消費意欲旺盛な旅行者の多様なニーズに

応えるため、既存事業の再考及び施策の展開の根拠となる現状把握とより効果的な誘客推進の手法を検討する。
【ポイント】
・農泊を推進する地域協議会（以下、「農泊地域協議会」）の受入体制の再構築のための研修事業や農泊地域協議会等が広域で連携する新たなモデル事
業の実証（新規コンテンツの発掘・活用実証、モデル構築）
・ターゲット像を意識した効果的な情報発信とプローモーション手法の検討

【目指す姿】
・農泊地域協議会が自ら考え動き出す持続的な体制づくり及びインバウンドを始め消費意欲旺盛で多様な旅行者の誘客推進。

・農泊、グリーンツーリズム事業者の高齢化

により、向こう10年以内に廃業の動きが進

むことが予想

・農泊地域協議会等の規模・範囲が小さく、

単独地域の取組が多い

・コロナ禍後の旅行者ニーズの変化、農山漁

村ならではの体験に魅力を感じるインバウ

ンド客の増加

・農泊地域協議会の受入体制の再構築

・次世代の農泊実践者の掘り起こしや事業継

承者の確保

・農山漁村に関心のあるターゲットを意識し

た効果的な情報発信とプロモーション

区分 事業名称 概要 実施内容

農泊ビジネス起業実践研修
移住希望者が農泊ビジネス（農家
民宿、農家レストラン等）の起業を
目指す実践研修

対象者：移住希望者 10人
研修期間：3日間
研修内容：プラン作成、開業手続きほか

農泊広域連携モデル構築、実証事業
農泊地域協議会や民間事業者等
が連携し、広域で展開するコンテ
ンツの実証と受入体制整備

「農泊×サイクルツーリズム」モデル実証
対象地域：藤里、八峰、大館（想定）

農山漁村ＰＲ事業
インバウンド、首都圏在住者を
ターゲットにWEB・SNS広告を活用
したプロモーション

農泊のターゲット像に合わせた情報発信、
プロモーション手法の実証

農泊ビジネス起業支援補助金
移住起業者へ施設整備等の経費
を支援（ハード事業 ※①と連動）

補助上限500千円×2件（予定）

秋田県農泊推進ネットワーク会議
農泊地域協議会、市町村や関係
機関の担当者会議の開催

農泊地域協議会等、農泊実践者と行政
（県・市町村）との担当者連絡会議

人材育成

支援

ＰＲ

体制整備

連絡会議

現 状 ・ 情 勢

方 針
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